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言
語
地
理
学
と
日
本
語
と　
　

　
　

ア
ジ
ア・環
太
平
洋
言
語
史

あ
べ
せ
い
や

１　

ア
ジ
ア
の
言
語
地
理
学
的
分
布
境
界
線

　

日
本
語
の
基
層
（
の
一
つ
）
と
し
て
、
モ
ン
ス
ー
ン
・
ア
ジ
ア

領
域
（
図
１
）（
注
１
）
の
言
語
が
あ
る
可
能
性
を
、
安
部
（
二
〇

〇
一
・
八
、二
〇
〇
三
・
七
）ABE

（2003.7

）で
指
摘
し
た
。「
モ
ン
ス
ー

ン
・
ア
ジ
ア
」（
以
下
Ｍ
Ａ
）
は
元
来
は
気
候
学
で
の
名
称
で
あ
る

が
、
ア
ジ
ア
史
研
究
で
も
文
化
人
類
学
研
究
で
も
ま
だ
ほ
と
ん
ど

知
ら
れ
て
い
な
い
領
域
で
あ
る
。

　

こ
の
領
域
は
、
執
筆
者
が
日
本
語
の
河
川
地
形
名
の
分
布
を
取

り
上
げ
、
国
内
方
言
の
「
方
言
地
理
学
」
的
解
釈
、
及
び
、
河
川

地
形
名
の
近
隣
言
語
を
含
め
て
の
「
言
語
地
理
学
」
的
研
究
か
ら
、

そ
の
背
後
に
Ｍ
Ａ
と
い
う
気
候
の
影
響
が
あ
る
こ
と
を
見
出
し
指

摘
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
モ
ン
ス
ー
ン
（
以
下
Ｍ
）
が
影

響
す
る
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
広
い
範
囲
で
は
、
河
川
地
形
名
及
び

類
別
詞
と
い
う
言
語
現
象
の
ほ
か
、
気
候
・
植
物
・
動
物
・
主
食

作
物
・
農
耕
技
術
・
食
物
保
存
加
工
技
術
（
発
酵
）・
道
具
加
工

技
術
（
旧
石
器
）
等
が
一
定
の
共
通
す
る
領
域
（
な
い
し
そ
の
周
囲

と
は
異
な
る
領
域
）
を
形
成
し
て
い
る
（
個
々
の
分
布
は
安
部
（
二
〇

〇
三
・
七
）
や
安
部
Ｈ
Ｐ
参
照
）。

　

そ
の
共
通
現
象
の
多
さ
は
世
界
的
規
模
で
見
て
も
特
異
で
あ

り
、
先
行
す
る
指
摘
も
世
界
的
に
見
ら
れ
な
い
の
で
、
文
化
人
類

学
的
重
要
性
を
込
め
て
「
モ
ン
ス
ー
ン
・
ア
ジ
ア
文
化
圏
」
と
名

付
け
た
。
ま
た
、
そ
の
大
陸
側
内
部
に
は
ほ
ぼ
共
通
（
近
接
）
し

た
位
置
に
分
布
境
界
線
（
帯
）
が
引
け
る
の
で
、
そ
れ
を
動
植
物
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境
界
線
「
津
軽
海
峡
│
ブ
ラ
キ
ス
ト
ン
線
」「
七
島
灘
│
渡
瀬
線
」

等
に
準
え
て
（
安
部 

二
〇
〇
一
・
一
一
）、「M

onsoon A
sia-A

BE-
Line

」と
名
付
け（
安
部 

二
〇
〇
四
・
七
）分
布
境
界
の
目
安
と
し
た
。

こ
れ
ら
は
（「
Ｍ
Ａ
中
央
気
候
線
」
も
含
め
）
言
わ
ば
「
地
理
学
（
文

化
地
理
学
）」（
注
２
）
的
研
究
と
し
て
の
名
付
け
で
も
あ
る
。

　

本
稿
は
そ
の
よ
う
な
研
究
の
一
環
と
し
て
、
①
Ｍ
Ａ
文
化
圏
の

諸
特
徴
と
言
語
と
の
関
係
、
②
Ｍ
Ａ
に
お
け
る
現
象
の
追
加
、
③

河
川
地
形
名（
サ
ワ
の
継
続
）に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。

特
集
テ
ー
マ
が
「
地
理
学
」
で
も
あ
る
の
で
、
基
本
的
に
は
執
筆

者
の
「
言
語
地
理
学
」
的
研
究
か
ら
論
じ
起
こ
し
て
い
る
も
の
の
、

本
稿
で
は
個
々
の
言
語
現
象
よ
り
も
、
文
化
地
理
学
的
観
点
か
ら

Ｍ
Ａ
の
分
布
と
そ
の
特
質
に
関
す
る
理
論
的
考
察
に
、
与
え
ら
れ

た
紙
幅
が
消
化
さ
れ
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

２　

Ｍ
Ａ
文
化
圏
の
諸
特
徴
と
言
語
と
の
関
係

　

Ｍ
Ａ
の
諸
特
徴
は
、
基
本
的
に
気
候
の
影
響
に
よ
っ
て
直
接
的

間
接
的
に
形
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ま
問
題
を
言
語

学
に
限
定
し
て
言
え
ば
、
Ｍ
Ａ
の
諸
特
徴
と
言
語
そ
の
も
の
と
が

ど
の
よ
う
に
関
わ
り
得
る
か
否
か
を
、
今
後
の
文
化
人
類
学
的
な

検
討
と
は
別
に
、
言
語
学
的
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
気

候
・
動
植
物
・
道
具
・
技
術
・
食
物
・
文
化
ほ
か
が
共
通
し
た
時

に
、
言
語
が
ど
の
よ
う
に
そ
れ
ら
の
影
響
を
受
け
る
か
否
か
は
、

重
要
な
言
語
学
的
課
題
で
あ
る
。

　

気
候
が
共
通
し
主
食
作
物
や
動
植
物
が
同
じ
地
域
で
は
、
移
動

を
含
む
狩
猟
栽
培
な
ど
人
間
の
生
活
が
そ
の
地
域
内
で
安
定
し
て

行
わ
れ
、
食
生
活
や
習
俗
等
の
共
通
性
が
高
く
な
り
、
広
い
意
味

で
同
じ
文
化
を
共
有
し
や
す
く
な
る
。
同
じ
文
化
を
共
有
し
て
い

る
地
域
ほ
ど
、
言
語
上
の
共
通
性
も
長
期
的
に
見
て
生
じ
や
す
く

な
る
こ
と
は
、
バ
ル
カ
ン
半
島
の
言
語
連
合
な
ど
の
具
体
的
言
語

史
的
事
例
に
よ
っ
て
既
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
言
語
学
的
に
起
こ

り
得
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
地
域
で
は
語
彙
は

（
人
的
移
動
や
言
語
伝
播
が
証
明
で
き
る
範
囲
に
お
い
て
）
か
な
り
広
く

分
布
す
る
こ
と
も
起
こ
り
得
る
（
東
ア
ジ
ア
の
馬
語
彙
な
ど
）。
問

題
は
特
に
文
法
や
音
声
現
象
で
あ
ろ
う
（
音
声
は
安
部
二
〇
〇

四
・
七
・
一
〇
参
照
）。
こ
こ
で
は
や
や
〝
将
来
〞
の
研
究
の
た
め
に
、

文
法
と
、
Ｍ
Ａ
領
域
の
特
徴
の
一
つ
「
打
製
石
器
」
と
の
関
連
性

に
つ
い
て
、
一
つ
の
理
論
的
な
仮
説
を
素
描
し
残
し
て

0

0

0

お
き
た
い
。

　

旧
石
器
時
代
の
打
製
石
器
は
イ
ン
ド
の
西
部
を
境
界
に
東
西
世

界
で
大
き
く
異
な
る
（
図
は
安
部 

二
〇
〇
三
・
七
参
照
）。
こ
の
境
界

線
は
旧
石
器
研
究
上“M

ovius line”

と
呼
ば
れ
る
境
界
線
で

あ
る
（
ル
ー
ウ
イ
ン 

二
〇
〇
二
。
日
本
の
考
古
学
研
究
書
か
ら
は
ま
だ

名
前
を
見
出
し
て
い
な
い
が
、モ
ビ
ウ
ス
線
は
文
化
人
類
学
上「
モ
ン
ス
ー

ン
・
ア
ジ
ア
│
安
部
│
境
界
線
」
に
含
ま
れ
る
と
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
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図１　モンスーン・アジア気候のアジア・環太平洋の領域（安部 2004 ･ 12）

図３　花からの誕生の神話分布（Frobenius 1938）

図４　焼鉄（西）と焼石（東）の神話分布（Frobenius 1938）
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に
な
る
）。
こ
の
境
界
線
の
西
側
は
両
面
加
工
石
器
、
東
側
は
非

両
面
加
工
石
器
（
チ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
ツ
ー
ル
）
と
い
う
相
違
が
あ
る
。

こ
の
二
分
割
は
概
括
的
分
類
で
あ
り
、
両
面
加
工
の
過
程
に
も

「
正
＋
反
」
加
工
と
交
互
加
工
が
あ
り
（
竹
岡 

一
九
九
一
）、
ま
た
、

両
面
・
非
両
面
（
・
片
面
）
と
い
う
分
類
を
厳
密
に
再
確
認
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
以
下
で
の
議
論
に
は
影
響
な
い
の
で
、
こ
れ
を

両
面
と
片
面
と
単
純
化
さ
せ
て
話
を
進
め
る
。

　

石
器
の
加
工
は
、
道
具
の
作
製
法
で
あ
る
と
同
時
に
立
体
空
間

や
手
順
の
把
握
・
構
成
方
法
で
も
あ
る
。
道
具
や
空
間
の
構
成
法

は
、
抽
象
的
配
列
構
成
・
思
考
の
記
号
化
や
、
さ
ら
に
、
記
号
化

の
延
長
と
し
て
の
言
語
の
発
達
と
密
接
に
関
連
す
る
こ
と
が
推
定

で
き
る
。
つ
ま
り
、
言
語
の
構
成
法
即
ち
文
法
の
獲
得
過
程
に
何

ら
か
の
関
連
性
・
相
関
性
を
〝
残
し
得
る
〞
こ
と
が
、
理
論
的
に

導
き
出
せ
る
。

　

論
を
抽
象
化
さ
せ
て
さ
ら
に
進
め
、
石
器
加
工
と
文
法
と
を
極

端
に
記
号
化
し
て
対
比
し
て
見
る
と
、
両
面
加
工
の
特
に
相
互
加

工
の
構
成
法
は
、
左
右
対
称
型
に
下
位
概
念
を
細
分
化
し
て
い
く

構
成
法
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
片
面
加
工
は
一
方
向
下
位

図２　両面展開の概念モデルと片面展開の
　　　概念モデル

展
開
の
構
成
法
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
有
す
る
。
い
ま
、
そ

の
構
成
法
の
類
型
を
、
構
文
に
お
け
る
類
似
パ
タ
ン
に
探

し
求
め
て
み
よ
う
。
例
え
ば
、
前
者
の
類
型
と
し
て
、
文

法
の
句
構
造
分
析
に
お
け
る
左
右
両
方
向
展
開
の
樹
系
図

が
指
摘
で
き
、
後
者
の
類
型
と
し
て
は
そ
の
片
側
一
方
向

展
開（
例
え
ば
繰
り
返
し
の
埋
め
込
み
構
造
）に
見
出
せ
る（
図

２
）。

　

石
器
加
工
手
順
と
文
法
と
を
比
較
す
る
の
は
突
拍
子
も

な
い
発
想
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
我
々

は
、
言
語
（
・
文
化
）
の
相
違
に
よ
る
発
想
法
や
手
順
、

言
語
表
現
の
構
成
法
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
等
の
相
違
を

日
々
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
西
側
の
両
面
加
工
石
器
は

ほ
ぼ
印
欧
語
及
び
そ
の
周
辺
言
語
領
域
と
重
な
り
、
非
両

A　両面展開モデル

Ｂ　片面展開モデル
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面
加
工
は
ほ
ぼ
Ｍ
Ａ
領
域
と
重
な
る
。
さ
ら
に
後
述
の
よ
う
に
、

神
話
に
も
こ
の
石
器
の
東
西
分
布
に
似
た
、
東
西
の
対
照
的
分
布

パ
タ
ン
が
見
出
せ
る
（
図
４
）。
複
雑
な
文
構
造
は
い
く
ら
で
も

あ
る
の
で
単
純
な
一
構
文
と
の
み
比
較
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
ま
た
、
東
西
言
語
を
特
徴
付
け
る
典
型

的
句
構
造
が
〝
大
局
的
に
〞
こ
の
石
器
加
工
パ
タ
ン
と
果
た
し
て

一
致
す
る
類
型
を
示
す
か
ど
う
か
の
検
討
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
で

あ
る
。
一
方
、
石
器
作
製
の
変
遷
と
、
脳
や
思
考
の
発
達
・
言
語

獲
得
と
の
関
係
に
関
す
る
研
究
は
考
古
学
で
は
既
に
始
ま
っ
て
い

る
。
石
器
加
工
法
の
類
型
的
地
理
学
的
分
布
パ
タ
ン
と
言
語
分
布

と
の
相
似
は
、
将
来
の
言
語
研
究
に
と
っ
て
留
意
し
て
お
く
べ
き

特
徴
で
あ
る
（
な
お
、
石
器
作
製
法
と
「
記
号
化
」
と
の
関
連
性
に
関

し
て
は
竹
岡
俊
樹
（
一
九
九
一
）
を
参
考
に
し
た
が
、
句
構
造
と
の
対
比

は
安
部
の
試
論
で
あ
る
（
注
３
））。

　

Ｍ
Ａ
に
分
布
す
る
諸
現
象
の
、
何
が
ど
の
よ
う
に
言
語
の
文

法
・
音
声
・
語
彙
に
影
響
し
た
か
。
先
入
観
や
偏
見
な
し
に
こ
れ

か
ら
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
研
究
課
題
で
あ
る
と
考
え

る
。３　

Ｍ
Ａ
文
化
圏
に
お
け
る
共
通
分
布
現
象

　

Ｍ
Ａ
文
化
圏
と
、
共
通
な
い
し
類
似
す
る
分
布
領
域
を
も
つ
他

の
現
象
を
追
加
し
て
お
く
（
①
〜
⑫
は
安
部
（
二
〇
〇
三
・
七
）
参
照
）。

　

⑬
東
洋
に
お
け
る
神
話
の
類
型
的
分
布
領
域　

全
10
葉
（
フ
ロ

ベ
ニ
ウ
ス 

一
九
三
八　

図
３
「
花
か
ら
の
誕
生
」
図
４
「
焼
鉄
（
西
）

と
焼
石
（
東
）」。
安
部 

二
〇
〇
四
・
五
・
一
二 

台
湾
、
安
部 

二
〇
〇

四
・
七
・
一
〇 

韓
国
発
表
。）

　

⑭
Ｍ
Ａ
海
域
に
お
け
る
タ
カ
ラ
ガ
イ
類
の
分
布
領
域
（
図
５
は

「
キ
イ
ロ
タ
カ
ラ
ガ
イ
」
の
分
布
。
海
温
と
海
流
の
関
係
に
よ
る
。
白
井

祥
平
（
一
九
九
七
）『
貝
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
』
よ
り
。）

　

◎
参
考
地
図「
霊
長
類
の
類
似
ウ
イ
ル
ス
の
地
理
的
分
布
」（
図
６
）

　

⑬
は
、
言
語
を
媒
介
と
す
る
現
象
と
し
て
神
話
の
分
布
を
探
索

し
て
い
て
、
後
藤
明
（
二
〇
〇
二
）『
南
島
の
神
話
』
中
公
文
庫
掲

載
か
ら
よ
う
や
く
た
ど
り
つ
い
た
も
の
で
あ
る
。
図
３
の
よ
う
に

Ｍ
Ａ
領
域
と
類
似
し
た
範
囲
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
一
方
の
ほ
ぼ

西
欧
側
（
印
欧
語
族
と
そ
の
周
囲
）
に
対
照
的
な
神
話
分
布
領
域
を

も
つ
（
図
４
）。
そ
れ
ら
西
洋
神
話
と
東
洋
神
話
と
の
対
照
的
分

布
は
、
印
欧
語
の
範
囲
と
Ｍ
Ａ
の
言
語
領
域
（
特
に
類
別
詞
）、
両

面
加
工
石
器
（
い
ま
ア
フ
リ
カ
を
除
く
）
と
非
両
面
加
工
石
器
の
二

局
的
分
布
と
も
、
大
局
的
に
類
似
す
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。
フ
ロ

ベ
ニ
ウ
ス
の
所
謂
太
陽
神
話
論
は
、
デ
ー
タ
も
解
釈
も
古
い
段
階

の
も
の
で
、
収
集
神
話
の
漏
れ
が
（
当
然
な
が
ら
）
指
摘
さ
れ
（
大

林
太
良 
一
九
七
五
・
一
九
九
九
）、
ま
た
彼
の
類
型
化
や
文
化
圏
の
考

え
方
に
は
現
在
の
水
準
か
ら
見
て
問
題
が
少
な
く
な
い
と
い
う
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（
学
習
院
大
学
吉
田
敦
彦
教
授
（
神
話
学
）
の
ご
教
授
を
戴
く
（
注
４
））。

大
林
（
一
九
九
九
）
も
同
様
に
そ
の
よ
う
な
問
題
を
指
摘
す
る

が
、一
方
、東
西
二
つ
の
対
照
的
領
域
と
い
う
点
に
関
し
て
は
「
大

勢
と
し
て
東
西
両
群
の
存
在
は
疑
う
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
認
め

て
い
る
。

　

神
話
分
布
に
な
ぜ
二
地
域
的
類
型
が
あ
り
、
な
ぜ
言
語
分
布
の

パ
タ
ン
に
類
似
す
る
の
か
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
そ
の
地
理

的
類
似
は
、
少
な
く
と
も
東
世
界
の
ア
ジ
ア
・
環
太
平
洋
の
神
話

分
布
形
成
が
Ｍ
Ａ
文
化
圏
と
関
わ
る
蓋
然
性
が
極
め
て
高
い
こ
と

を
示
す
。
神
話
分
布
も
、「
こ
と
ば
」
を
媒
介
と
し
た
そ
れ
相
応

図５　キイロダカラカイの分布図（白井祥平 1997）

図６　霊長類の類似ウィルスの地理的分布（日沼賴夫 1993）

図７　類別詞の分布（Aikhenvald 2000）
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の
古
さ
が
推
定
で
き
る
「
Ｍ
Ａ
型
分
布
」
を
な
す
文
化
的
特
徴
と

位
置
付
け
ら
れ
る
。

４　

Ｍ
Ａ
気
候
の
範
囲
│
│
Ｍ
ア
ジ
ア
・
環
太
平
洋

　

こ
こ
で
は
Ｍ
Ａ
領
域
の
再
検
討
に
つ
い
て
簡
略
に
記
し
て
お
き

た
い
。

　

３
節
で
見
た
神
話
分
布
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
で
は
こ
れ
ま
で

示
し
て
き
た
Ｍ
Ａ
の
領
域
と
ほ
ぼ
重
な
る
が
、
東
側
は
南
北
ア
メ

リ
カ
大
陸
の
西
岸
ま
で
及
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま
で
Ｍ
の
影
響
範
囲

と
見
て
き
た
領
域
よ
り
広
い
点
が
問
題
と
な
る
。
一
方
、
類
別
詞

の
分
布
（
図
７
）
は
、
南
北
ア
メ
リ
カ
に
及
び
、
む
し
ろ
東
の
神

話
分
布
と
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
る
現
象
で
あ
る
こ
と
が
今
回
初
め
て

明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
南
北
ア
メ
リ
カ
で
の
分
布
は
ど
の
よ

う
に
解
釈
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

結
論
と
し
て
言
え
ば
、
Ｍ
Ａ
の
ア
ジ
ア
沿
岸
部
と
ほ
ぼ
同
じ
気

候
環
境
（
季
節
風
・
気
温
・
海
水
温
・
海
流
）
が
、
北
ア
メ
リ
カ
西

海
岸
及
び
中
米
・
南
ア
メ
リ
カ
北
部
と
に
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
東
西
の
間
に
、
季
節
風
・
海
流
に
よ
る
動
植
物
の
移
動
関
係

（
さ
ら
に
過
去
の
人
的
移
動
）
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
Ｍ
Ａ
と
北
・

中
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
側
（
わ
か
り
や
す
く
少
し
広
げ
て
言
え
ば
環
太
平

洋
沿
岸
部
）
と
は
連
続
す
る
Ｍ
気
候
と
解
釈
で
き
る
。
そ
し
て
、

ア
ジ
ア
側
に
共
通
す
る
現
象
の
多
さ
か
ら
み
て
、
南
北
ア
メ
リ
カ

側
は
ア
ジ
ア
側
の
諸
特
徴
の
一
部
が
、
後
代
拡
大
し
た
範
囲
で
あ

る
と
解
釈
で
き
る
。

　

説
明
を
補
う
。
安
部
（
二
〇
〇
〇
・
一
二
）
等
で
、
気
候
学
の
研

究
か
ら
Ｍ
の
地
球
規
模
で
の
領
域
を
探
っ
た
。
ア
ジ
ア
大
陸
の
情

報
は
得
ら
れ
て
も
、
都
市
や
農
耕
の
情
報
的
必
要
性
か
ら
遠
い
海

洋
上
の
Ｍ
気
候
の
範
囲
と
な
る
と
、
ほ
と
ん
ど
デ
ー
タ
が
得
ら
れ

な
く
な
る
。
そ
こ
で
、
海
洋
上
の
範
囲
は
、
ア
ジ
ア
の
Ｍ
の
領
域

（
こ
れ
は
高
等
学
校
社
会
科
地
図
で
も
境
界
線
の
掲
載
が
あ
る
）
の
沿
岸

部
と
ほ
ぼ
同
様
の
環
境
、
つ
ま
り
七
月
降
水
量
（
水
が
特
に
少
な

く
な
る
夏
季
）・
気
温
・
海
水
温
、
そ
し
て
季
節
風
（
台
風
・
サ
イ

ク
ロ
ン
を
含
む
）
等
か
ら
推
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
図
略
。
使
用

地
図
は
図
１
に
同
じ
。
安
部
（
二
〇
〇
〇
・
一
二
）
の
発
表
が
最
初
の
提

示
）。
そ
の
太
平
洋
の
範
囲
は
ほ
ぼ
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
Ａ
Ｎ

の
範
囲
と
も
重
な
っ
て
い
た
か
ら
、
設
定
し
た
海
洋
上
の
気
候
条

件
は
お
よ
そ
均
質
な
範
囲
と
し
て
妥
当
な
も
の
と
考
え
ら
れ
た

（
お
そ
ら
く
偶
然
で
は
な
く
必
然
的
一
致
で
あ
ろ
う
。
図
５
も
参
照
）。

　

そ
の
線
引
き
の
際
、
実
は
疑
問
の
地
域
を
残
し
た
。
同
じ
気
候

条
件
が
該
当
す
る
カ
ナ
ダ
沿
岸
部
、
中
米
及
び
南
米
の
沿
岸
で
あ

る
（
図
１
参
照
）。
当
初
こ
れ
ら
の
地
域
を
考
慮
範
囲
外
と
し
た
の

は
、
Ｍ
は
ア
ジ
ア
の
現
象
と
い
う
先
入
観
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
見
出
し
た
類
別
詞
の
分
布
は
、
果
た
し
て
そ
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の
南
北
ア
メ
リ
カ
に
及
ん
で
お
り
、
特
に
南
米
で
の
分
布
は
太
平

洋
の
分
布
か
ら
伝
播
し
拡
大
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
北
米
は
、
散

在
す
る
分
布
で
あ
る
が
先
住
民
言
語
で
あ
り
、
ま
た
、
ベ
ー
リ
ン

グ
海
峡
は
か
つ
て
ベ
ー
リ
ン
ジ
ア
と
呼
ば
れ
る
陸
橋
で
ア
ジ
ア
と

連
続
し
、
西
か
ら
の
移
動
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
過
去
の
世
界
的
温

暖
期
に
Ｍ
の
範
囲
は
北
半
球
（
沿
海
州
と
北
米
）
で
多
少
拡
大
し
て

い
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
南
で
は
南
太
平
洋
諸
島
と
中
南
米
付

近
と
の
間
の
海
流
・
季
節
風
に
よ
る
往
来
も
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

言
語
現
象
と
そ
れ
以
外
の
現
象
と
は
慎
重
に
区
別
し
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
ア
ジ
ア
と
い
う
先
入
観
か
ら
離
れ
、
Ｍ
Ａ
の

領
域
設
定
の
基
礎
と
な
っ
た
気
候
の
み
で
見
れ
ば
、
上
記
範
囲
は

Ｍ
Ａ
と
連
続
す
る
領
域
と
認
め
ら
れ
る
（
興
味
深
い
こ
と
に
、
中
・

北
米
の
Ｍ
Ａ
気
候
の
こ
の
位
置
は
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
で
も
言
語
密
集
地
域

と
い
う
共
通
性
を
も
つ
（
注
５
））。

　

Ｍ
Ａ
文
化
圏
の
い
く
つ
か
の
現
象
が
や
が
て
環
太
平
洋
沿
岸
部

に
拡
大
し
た
も
の
が
、
一
方
で
は
類
別
詞
の
分
布
と
な
り
、
ま
た

一
方
で
は
東
洋
神
話
の
分
布
と
な
っ
た
可
能
性
が
こ
こ
に
指
摘
で

き
る
。
今
後
、
言
語
の
研
究
に
お
い
て
も
、
旧
稿
の
Ｍ
Ａ
領
域
だ

け
で
な
く
、
こ
こ
に
示
し
た
ア
ジ
ア
・
環
太
平
洋
沿
岸
部
の
言
語

分
布
と
の
関
連
も
考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

５　

サ
ワ
（
沢
）
と
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
研
究

[1]　

サ
ワ
沢
と
日
本
語
の
同
源
地
名

　

Ｍ
Ａ
の
言
語
史
を
研
究
す
る
の
に
河
川
・
水
源
地
形
名
の
有
効

性
を
指
摘
し
、
こ
れ
ま
で
日
本
語
の
ナ
イ
川
（
安
部 

二
〇
〇

一
・
八
、二
〇
〇
四
・
七
）・
サ
ワ
沢
（
安
部 

二
〇
〇
四
・
七
）・
ヌ
マ
沼
（
安

部 

二
〇
〇
四
・
七
・
一
〇
）を
取
り
上
げ
て
き
た（
注
６
）。
こ
こ
で
は
、

サ
ワ
の
言
語
地
図
の
み
掲
載
し
た
安
部
（
二
〇
〇
四
・
七
）（
以
下
、

前
稿
と
す
る
）の
Ａ
Ｎ
語
形
を
提
示
し
、先
行
研
究
と
比
較
し
た
い
。

　

前
稿
で
は
、
サ
ハ
（＞

サ
ワ
）、
さ
ら
に
氷
の
意
味
の
東
北
方
言

シ
ガ
・
ス
ガ
の
三
語
形
に
、
日
本
語
史
・
方
言
史
に
よ
る
解
釈
を

加
え
た
内
的
再
構
成
に
よ
っ
て
、
同
源
語
形
と
し
て
「
理
論
的
に

再
構
成
し
得
る
推
定
語
形
」
及
び
祖
語
形
Ｐ
Ｊ
Ｎ
を
次
の
よ
う
に

導
い
た
（
紙
幅
の
関
係
で
割
愛
し
た
異
形
態
（
下
線
）
を
追
加
）。

　

祖
語
形　

Proto-Japanese

（PJN

）　* sŋ
w

a　
（
第
２
候
補

　

* suŋw
a)

　
　
　

saw
a

、saφ
a

、sapa

、suga

、siga；
* saka

、* sakw
a

、

* saba

、* saga

、* sagw
a

、* saŋa

、* saŋw
a

、suga

、sïga

、

suŋa

、siŋa

、suŋa

、sŋa

、* suŋw
a

、* siŋw
a

、* sukw
a

、

* suka

、* sikw
a

、* suba

、* supa

、* sugw
a

、* suφ
a

、

suw
a

、* sam
ba

、* sum
ba

、* sim
ba

、etc.

　

こ
の
中
の suw

a 
か
ら
実
在
地
名
「
諏
訪
」
を
同
源
と
推
定
し
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た
。
そ
の
後
、
同
じ
く
推
定
語
形
に
該
当
す
る
次
の
地
名
も
同
源

と
解
釈
で
き
る
（
注
７
）。

suw
a 

諏
訪
、siŋ

a　

滋
賀
、suŋ

a

（
↓suŋa

・u
＜
suŋa

・

pu
）
須
郷
・
菅
生

　

実
在
の
地
名
が
確
認
で
き
る
こ
と
は
、
氷
の
意
の
シ
ガ
・
ス
ガ

を
考
慮
し
た
こ
と
と
内
的
再
構
法
と
の
妥
当
性
を
補
強
す
る
。
さ

ら
に
、
こ
れ
ら
の
語
形
か
ら
同
源
と
し
て
次
節
の
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ

シ
ア
語
Ａ
Ｎ（
と
ア
イ
ヌ
語 sar

）の
河
川
名
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
。

[2]　

オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
の * suŋay

〝
川
〞  

　

前
稿
で
、
Ａ
Ｎ
の
川
を
表
す
語
群
か
ら
[1]
の
推
定
語
形
と
類
似

す
る
語
形
と
し
て
、
言
語
地
図
（
図
８
）
に
示
し
た
言
語
は
次
の

通
り
で
あ
る
（
次
の
大
文
字
三
文
字
は
言
語
名
の
略
記
号
）。

　

①* Ａ
Ｋ
Ｌ

 suba 

：Ａ
Ｋ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｎ，

　
　

* Ｐ
Ａ
Ｌ

 spa 

：Ｐ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｎ

　
　

* Ｋ
Ａ
Ｇ

 súba  

：Ｋ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｎ，

　
　

  Ｓ
Ａ
Ｂ

 sow
aŋ 

：Ｂ
Ā
Ｎ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｉ　

Ｓ
Ａ
Ｍ
Ａ

　

②* Ｍ
Ｕ
Ｒ

 suŋ
oy 

：Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｔ

（Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｕ
Ｇ
Ｏ
Ｎ

）

　
　

* Ｂ
Ａ
Ｔ

 suŋ
ε 

：Ｂ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｋ　

Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ａ

　
　

* Ｍ
Ｉ
Ｎ

 suŋ
ay 

：Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｕ

　
　

* Ｉ
Ｎ
Ｄ

 suŋ
ai 

：Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｎ

　
　

  Ｍ
Ａ
Ｄ

 suŋ
ay 

：Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｅ

　

③* Ｒ
Ｔ
Ｕ

 sfu 

：Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｎ

（
ポ
リ
ネ
シ
ア
語

派
に
属
す
。
①
②
と
の
関
連
未
詳
）

　
　

略
称　

Ｐ
Ｗ
Ｍ
Ｐ
：Proto-W

estern-M
arayo-Polynesian

　
　
　
　
　

Ｐ
Ｈ
Ｎ
：Proto-H

esperonesian

　
　
　
　
　

Ｐ
Ａ
Ｎ
：Proto-A

ustronesian

　

二
音
節
目
が
、
①
は
両
唇
音
ｐ
・
ｂ
の
ヘ
ス
ペ
ロ
ネ
シ
ア
語
派

北
方
語
群
、
②
は
Ｈ
Ｎ
の
そ
れ
以
外
の
ŋ
形
、
③
は
ｆ
形
な
の

で
参
考
ま
で
挙
げ
た
が
ポ
リ
ネ
シ
ア
語
派
の
言
語
で
あ
る
（
母
音

はu

・o

・

）。

　

①
で
推
定
祖
語
形
と
し
て
掲
が
っ
て
い
る
三
言
語
は
、
補
注
部

分
に
は
次
の
語
形
が
挙
っ
て
お
り
、
意
味
も
、sm

all river

、

w
ater flow

、stream

、brook 

な
ど
多
少
広
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

①Ａ
Ｋ
Ｌ

　

Proto-Southern Philioppines * suba

．

　
　

Ｐ
Ａ
Ｌ

　

sapa
s̀m
all river’;ssapa

s̀tream

、

brook'.

　
　

Ｋ
Ａ
Ｇ
  suba

r̀iver';sapa
‘stream

、brook'

　

Ｃ
Ａ
Ｄ
（
一
九
九
五
）
の
祖
語
形
一
覧
に
は
、
ヘ
ス
ペ
ロ
ネ
シ

ア
祖
語
形
Ｐ
Ｈ
Ｎ
と
し
て * suŋ

ay 

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
語
形
一
覧
の
Ｍ
Ｇ
Ｙ
（M

alagsy M
erina

）
の
補
注
に
は
、

西
ヘ
ス
ペ
ロ
ネ
シ
ア
祖
語
形
Ｐ
Ｗ
Ｍ
Ｐ
と
し
て * suŋ

ey 

も
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
で
も
ŋ
形
が
推
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、

祖
語
形
と
同
じ
ŋ
形
の
②
群
が
古
く
、
北
方
の
①
群
は
語
形
と
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そ
の
位
置
か
ら
判
断
し
て
、
ŋ
形
か
ら
変
化
し
た
新
語
形
と
推

定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
①
②
の
全
語
形
が
Ａ
Ｎ
の
少
な
く
と
も 

Ｐ
Ｈ
Ｎ * suŋay 

に
溯
る
同
源
語
彙
と
解
釈
さ
れ
る
。

　

①
②
は
、
ま
ず
Ｐ
Ｊ
Ｎ
の
上
記
推
定
語
形
に
似
て
い
る
も
の
を

選
び
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
検
討
に
よ
っ
て
、
偶
然
の
類

似
語
形
な
の
で
は
な
く
、
同
語
源
と
解
釈
で
き
る
一
群
で
あ
る
と

位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
①
の
北
方
語
群
で
は
第
二

音
節
ｐ
な
い
し
ｂ
で
、
日
本
語
サ
ハ
の
古
形 sapa

（
な
い
し 

* saba

）
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
ま
た
、
南
フ
ィ
リ
ピ
ノ
諸
語 

Ｐ
Ｓ

Ｐ
Ｈ* suba 

と
Ｋ
Ａ
Ｇsuba 

も
，
ス
ハ
諏
訪＜

supa,* suba 

と
ほ
ぼ
同
形
と
見
な
せ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
理
論
的

に
推
定
し
た
氷
の
意
の
方
言
ス
ガ
・
シ
ガ
も
、
予
想
外
で
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
が
、
む
し
ろ
こ
ち
ら
の
方
が 

Ｐ
Ｈ
Ｎsuŋay 

に
近
似
し

て
い
る
結
果
と
な
っ
た
（
国
内
地
名
で
も
ス
ハ
諏
訪
、
シ
ガ
滋
賀
、
ス

ガ
フ
須
郷
・
菅
生
が
追
加
で
き
、
そ
の
推
定
の
妥
当
性
と
そ
れ
ら
の
古
さ

を
裏
付
け
た
）。
日
本
語
サ
ハ
の
同
源
と
し
て
、
Ｐ
Ｈ
Ｎ
が
少
な
く

と
も
現
在
最
も
蓋
然
性
が
高
い
と
考
え
る
（
注
８
）。

[3]　

こ
れ
ま
で
の
サ
ワ
の
比
較
言
語
学
的
研
究

　

こ
れ
ま
で
サ
ハ
の
語
源
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
き
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
遺
憾
な
が
ら
先
行
研
究
を
網
羅
す
る
に
は
至
っ
て
い

な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
奥
里
将
建
、
泉
井
久
之
助
、
川

MAP8　Distribution of *sŋwa～*suŋay as ‘small river’小川 in Monsoon Asia（ABE Seiya 2004.3）
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本
崇
雄
、
村
山
七
郎
の
説
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

サ
ハ
は
古
く
は
、
奥
里
将
建
（
一
九
四
三
）
に
、
マ
ラ
イ
語 

saw
a(h) 

水
田
と
比
較
さ
れ
て
い
る
（
い
ま 

村
山
七
郎
（
一
九
七
五
）

に
よ
る
）。

　

Ａ
Ｎ
の
専
門
家
で
あ
る
泉
井
久
之
助
（
一
九
五
三
）
も
、
マ
ラ

イ
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
ｔ
と
日
本
語
ｓ
の
対
応
と
し
て
水
田
の
語
形
を

挙
げ
同
源
と
見
て
い
る
。
奥
里
を
受
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

〇Ｍ
Ｐ
. * t'.

－日
.s.

（
略
）* t’abah

《
水
を
張
っ
た
稲
田
、

水
田
、沢
》
：M

l. Ja. saw
ah

《
水
田
》，Ｂ. saba

《
水
田
》，

Ｄ
. m
ǎ-n'aw

a-an

《
と
り
入
れ
を
す
る
》，
等
。

－

日
．

サ
ハ
，* sapa

（
沢
，『
倭
名
抄
』，「
佐
波
」）

　

Ａ
Ｎ
と
ア
ル
タ
イ
語
の
重
層
説
を
唱
え
た
川
本
崇
雄
（
一
九
九

三
）
は
Ｐ
Ｈ
Ｎ
の * sabaŋ 

流
れ
口
を
挙
げ
る
。

　

〇
（
前
略
）PH

n　

* sabaŋ　
流
れ
口＞

W
BM
 savaŋ

（
小

川
が
）
大
川
に
流
れ
込
む
、Png sab

́ŋ　

河
口
、M

ar　
sabaŋ

，Ilk sabaŋ-an 

河
口
（
後
略
）　

　

河
口
に
あ
た
る
単
語
は
未
確
認
で
あ
る
が
、
水
田
と
も
関
わ
る

も
の
か
。

　

サ
ハ
の
同
源
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
語
のsápa 

を
挙
げ
て
い
る

点
で
村
山
七
郎
（
一
九
七
八
）
は
注
目
さ
れ
る
。
泉
井
（
一
九
五
二
）

の
説
を
挙
げ
た
あ
と
、
サ
ハ
の
祖
形
を
挙
げ
る
。

　

〇
サ
ハ
の
祖
形
は*

nt'abah 

の
は
ず
で
す
（﹇
引
用
者
注
：
泉
井

の
挙
げ
る
Ｍ
Ｐ
：
原
始
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
﹈* t'abah 

な
ら
ば
、

日
本
語
で
タ
ハ
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
は
ず
で
す
。
タ
ガ
ロ
グ
語
そ

の
他
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
語s

ɑpa

「
流
れ
」）（
引
用
者
注
：
更
に 

-* bah

「
洪
水
」
と
分
析
す
る
）。

　

こ
の
前
後
は
や
や
文
脈
が
込
み
入
っ
て
い
る
の
で
簡
略
に
記
す

が
、
村
山
は
サ
ハ
（
前
後
の
Ｍ
Ｐ
の
水
田
な
ど
も
含
め
）
の
祖
形

を *
nt’abah 

と
と
り
、s

ɑpa 

も
同
源
の
例
と
し
て
挙
げ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ノ
諸
語
を
同
源
と
指
摘
し
た
説
は
、

現
在
管
見
の
限
り
で
は
村
山
の
み
で
あ
る
。
但
し
村
山
は
、
祖
形

と
記
し
て
挙
げ
た
語
形
も
、bah

（
洪
水
）
と
前
部
分
に
分
析
で

き
る
と
い
う
ラ
ッ
ベ
ル
ト
ン
の
説
を
支
持
し
て
い
る
。
[2]
で
見
た

Ｈ
Ｎ
の
川
そ
の
も
の
を
指
す
語
群
は
考
慮
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た

Ｃ
Ａ
Ｄ
の
祖
語
形* suŋay 

と
も
異
な
る
。
Ｃ
Ａ
Ｄ
で
は
二
つ
の

形
態
素
に
は
分
析
し
て
い
な
い
。

　

以
上
、
日
本
語
の
系
統
論
研
究
上
重
要
視
さ
れ
て
き
た
Ａ
Ｎ
で

の
、
こ
れ
ま
で
の
サ
ハ
の
探
求
状
況
を
報
告
し
た
。
拙
論
は
、
先

行
研
究
の
確
認
が
未
だ
不
十
分
で
は
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
Ａ

Ｎ
と
の
同
源
性
に
つ
い
て
考
証
を
試
み
た
、
最
も
新
し
く
か
つ
蓋

然
性
の
低
く
な
い
説
と
考
え
る
。
言
語
学
関
係
者
の
ご
批
判
と
ご

教
授
を
切
に
願
う
も
の
で
あ
る
。
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注１　

従
来
ほ
ぼ
図
１
の
南
北
ア
メ
リ
カ
を
含
ま
な
い
範
囲
を
提
示
し
て
き

た
が
、
本
稿
で
こ
の
範
囲
に
拡
大
さ
せ
、
モ
ン
ス
ー
ン
・
ア
ジ
ア
環
太

平
洋
領
域
と
見
る
。

２　

文
化
地
理
学
は
「
①
人
文
地
理
学
の
一
つ
。
経
済
地
理
学
、
政
治
地

理
学
な
ど
と
並
ん
で
、
民
俗
・
宗
教
・
言
語
な
ど
の
地
域
的
分
布
や
特

質
を
主
な
研
究
内
容
と
す
る
も
の
。」『
日
本
国
語
大
辞
典
第
２
版
』。

３　

日
本
語
で
の
指
摘
と
し
て
は
こ
れ
で
十
分
と
考
え
る
が
、
こ
れ
が
英

語
に
直
訳
さ
れ
る
と
表
現
が
婉
曲
に
過
ぎ
る
の
で
書
き
直
し
て
お
く
。

６　
「
言
語
地
理
学
」
と
「
文
化
地
理
学
」
の
提
携

　

紙
幅
が
尽
き
た
が
、
仮
に
Ａ
Ｎ
の
ŋ
形
と
ｐ
・
ｂ
形
と
が
異
な

る
段
階
の
語
形
で
あ
り
、
し
か
も
、
日
本
語
で
の
同
じ
二
群
の
語

形
（
サ
ハ
と
ス
ワ
・
シ
ガ
・
ス
ガ
な
ど
）
が
日
本
内
部
で
の
派
生

で
な
く
Ａ
Ｎ
か
ら
の
拡
大
に
よ
る
語
形
で
あ
っ
た
場
合
、
日
本
語

に
は
Ａ
Ｎ
か
ら
の
前
後
二
回
の
伝
播
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
「
言
語
地
理
学
」
的
研
究
は
、
日
本
語
史
研
究
に
と
っ
て
も
、

今
回
そ
の
拡
大
領
域
と
捉
え
た
環
太
平
洋
沿
岸
を
含
む
Ｍ
Ａ
の
基

礎
語
彙
並
び
に
文
法
現
象
の
言
語
史
的
研
究
に
と
っ
て
も
、
有
効

な
研
究
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
今
回
、
Ｍ
Ａ
の
領
域
を
再
検

討
す
る
過
程
で
、
神
話
分
布
領
域
と
類
別
詞
と
の
対
照
が
あ
っ
た
。

「
文
化
地
理
学
」
的
研
究
も
、
今
後
の｢

モ
ン
ス
ー
ン
・
ア
ジ
ア
環

太
平
洋｣

領
域
の
言
語
史
研
究
に
と
っ
て
重
要
と
考
え
る
。

「
石
器
作
製
法
と
記
号
・
空
間
の
構
成
法
の
相
関
性
を
考
え
、
さ
ら
に
、

旧
石
器
の
東
西
二
地
域
と
、
印
欧
語
領
域
・
Ｍ
Ａ
領
域
の
東
西
二
地
域

と
の
地
域
的
類
似
（
重
な
り
）
を
照
ら
し
併
せ
て
考
え
る
と
、
そ
の
地

域
的
一
致
に
は
単
な
る
偶
然
性
と
い
う
よ
り
は
何
ら
か
の
相
関
性
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
（
ア
フ
リ
カ
の
解
釈
は
別
に
可
能
）。
そ
れ
ゆ
え
、

石
器
作
製
法
の
相
違
が
、
大
局
的
意
味
で
の
文
法
（
構
文
）
の
東
西
差

形
成
に
影
響
し
た
可
能
性
が
こ
こ
に
指
摘
で
き
る
。
仮
に
そ
の
よ
う
な

要
因
に
よ
る
と
す
る
な
ら
、
モ
ビ
ウ
ス
線
以
東
に
人
類
が
移
動
し
て
以

降
の
石
器
作
製
法
の
変
化
が
、
そ
の
領
域
で
の
自
然
環
境
に
併
せ
て
変

化
し
た
結
果
と
現
在
推
定
さ
れ
て
い
る
（
ル
ー
ウ
ィ
ン 

二
〇
〇
二
）

こ
と
か
ら
極
論
す
れ
ば
、
文
法
の
東
西
で
の
相
違
も
河
川
地
形
名
同
様

に
、
気
候
（
自
然
環
境
）
の
影
響
を
（
間
接
的
に
）
受
け
た
結
果
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。
安
部
」

４　

吉
田
敦
彦
先
生
に
は
、
フ
ロ
ベ
ニ
ウ
ス
と
バ
ウ
マ
ン
、
世
界
的
神
話

研
究
や
文
献
に
つ
い
て
ご
教
授
を
請
い
ご
蔵
書
も
拝
借
し
た
。
ま
た
、

吉
田
先
生
の
御
高
弟
・
平
藤
喜
久
子
氏
（
明
星
大
学
非
常
勤
講
師
・
博

士
）
に
も
、
論
文
や
蔵
書
を
含
め
ご
教
授
い
た
だ
い
た
。
フ
ロ
ベ
ニ
ウ

ス
の
地
図
を
Ｍ
Ａ
文
化
圏
に
含
め
る
解
釈
は
安
部
の
責
任
に
帰
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
両
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

５　

こ
れ
ら
に
加
え
、
東
ア
ジ
ア
極
東
沿
海
州
、
中
国
雲
南
省
近
辺
、
パ

プ
ア
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
近
辺
な
ど
〝
Ｍ
Ａ
の
周
辺
領
域
に
〞
言
語
密
集

地
域
が
、あ
た
か
も
Ｍ
Ａ
の
周
圏
的
言
語
特
徴
を
示
す
よ
う
に
分
布
し
、

Ｍ
Ａ
の
言
語
形
成
過
程
に
関
わ
る
よ
う
に
見
え
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。

６　

ナ
イ
の
諸
言
語
語
形
に
つ
い
て
、
安
部
（
二
〇
〇
三
・
七
）
の
地
図

８
で
は
補
助
記
号
が
校
正
の
過
程
で
脱
落
し
て
い
る
の
で
補
訂
し
た

い
。T

ungus nā

（
安
部　

二
〇
〇
一
・
一
一
）
で
は
正
し
い
）, Santá

li ńi, Sávara ńyi, K
urum

ba nirú, Gilyak n

3ayu 小
川
, n

3llo 
入
江
N
aiad

（
神
名
），ndí

（Skt

）
を
含
め
、
解
説
は
機
会
を
改
め

る
。
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７　

諏
訪
は
鏡
味
完
二
（
一
九
五
八
）
を
見
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
先
行
研

究
と
解
説
は
機
会
を
改
め
る
。

８　

東
南
ア
ジ
ア
の
大
陸
側
の
言
語
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
語sông

﹇so .ŋm
①

﹈、カ
ン
ボ
ジ
ア
語 st́

ŋ

、ビ
ル
マ
語khyong

﹇ch
au

﹈
が
同
源

の
可
能
性
が
あ
り
、
沿
海
州
の
言
語
な
ど
も
含
め
現
在
継
続
調
査
中
で

あ
る
。

参
考
文
献
（
抄
録
。
関
連
文
献
や
地
図
は
拙
論
やhttp://page.freett.c

om
/abeseiya/

参
照
）

A
B
E
,Seiya (2003.7.29) D

ialectical/clim
atic features and 

distribution of term
s for w

atercourses in A
sian languages : 

the case of Japanese,K
orean,and Chinese,‘Proceedings of  

XVII International C
ongress of Linguists' in C

D
-R
O
M
, 

Prague, CIL17,
F
robenius, L

eo

（1938

）D
as A

rchiv für F
olkloristik, 

Paideum
a 1.

あ
べ
せ
い
や（
一
九
九
七
）『
日
本
語
の
ル
ー
ツ
を
さ
ぐ
っ
た
ら
…
…
』（
ア

リ
ス
館
）

安
部
清
哉
（
二
〇
〇
一
・
八
）「
東
ア
ジ
ア(

日
本
語
・
韓
国
語
・
中
国
語)

の
河
川
地
形
名
の
偏
在
と
方
言
分
布
・
気
候
と
の
相
関
」（『
韓
國
日
本

學
會
（
Ｋ
Ａ
Ｊ
Ａ
）
第
63
回
學
術
大
會 Proceedings

』

安
部
清
哉
（
二
〇
〇
一
・
一
一
）「
東
ア
ジ
ア(

日
本
語
・
韓
国
語
・
中
国
語
）

の
河
川
地
形
名
の
偏
在
と
方
言
分
布
・
気
候
と
の
相
関　

配
布
地
図
・

補
論
」（『
玉
藻
』
37
）

安
部
清
哉
（
二
〇
〇
三
・
七
）「
関
東
に
お
け
る
日
本
語
方
言
境
界
線
か
ら

見
た
河
川
地
形
名
の
重
層
と
そ
の
背
景
」（『
国
語
学
』
54
巻
３
号
）

安
部
清
哉
（
二
〇
〇
四
・
七
・
一
〇
）「
日
本
語
の
境
界
と
モ
ン
ス
ー
ン
・

ア
ジ
ア
と
い
う
世
界
│
│
水
源
地
形
名 num

a

＞* nub

（
沼
・
泥
）

の
言
語
分
布
│
│｣

（『
韓
国
日
本
学
連
合
会
第
２
回
国
際
学
術
大
会 

Proceedings

』）

安
部
清
哉
（
二
〇
〇
四
・
七
）「
地
名
と
日
本
語
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』

69
巻
７
号
）

泉
井
久
之
助
（
一
九
五
三
）（
一
九
五
二
？
）『
民
族
学
研
究
』
17
巻
２
号

（
い
ま
泉
井
（
一
九
八
五
）
に
よ
る
）

泉
井
久
之
助
（
一
九
八
五
）「
日
本
語
と
南
島
諸
語
│
│
系
譜
関
係
か
、

寄
与
の
関
係
か
│
│
」（『
日
本
語
の
系
統
・
基
本
論
文
集
１
』（
和
泉

書
院
）

大
林
太
良
（
一
九
七
五
）『
神
話
と
神
話
学
』（
大
和
書
房
）

大
林
太
良
（
一
九
九
九
）『
銀
河
の
道　

虹
の
架
け
橋
』（
小
学
館
）

奥
里
将
建
（
一
九
四
三
）『
古
代
語
新
論
』（
三
省
堂
、
四
八
五
頁
と
村
山

（
一
九
七
五
）
に
引
か
れ
る
。）

川
本
崇
雄
（
一
九
九
三
）「
日
本
語
・
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
比
較
語
彙

表
⑷
」（『
英
語
英
文
学
研
究
』
32
、
創
価
大
学
英
語
英
文
学
会
）。
か

つ
て
、
こ
の
御
論
文
を
含
む
多
く
の
御
高
文
を
お
送
り
戴
き
Ａ
Ｎ
に
つ

い
て
御
教
授
を
忝
く
し
た
時
期
が
あ
っ
た
。学
恩
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

竹
岡
俊
樹
（
一
九
九
一
）「
旧
石
器
時
代
の
石
器
分
析
か
ら
み
た
左
右
差

の
起
源
と
発
展
」（『
左
右
差
の
起
源
と
脳
』
朝
倉
出
版
）

村
山
七
郎
（
一
九
七
五
）『
国
語
学
の
限
界
』（
弘
文
堂
）

村
山
七
郎
（
一
九
七
八
）『
日
本
語
系
統
の
探
求
』（
大
修
館
書
店
）

付
記

　

本
稿
は
平
成
15
│
17
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究（
Ｃ
）（
２
）

（
課
題
番
号15520298

、
代
表
者
：
安
部
）
に
よ
る
研
究
成
果
で
あ
る
。

（
安
部
清
哉　

学
習
院
大
学
文
学
部
教
授
）


